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研究成果の概要（和文）：高コンテクスト文化・低コンテクスト文化の区分の実証のために、日本、韓国、台
湾、フランス、英国において実施しされた省略三段論法の受容の文化差(高コンテクスト文化においは、省略は
コンテクストによって復元可能なので受け入れられやすい)を検討した研究は、本プロジェクトの中核である。
省略三段論法の受容についての文化差は見られなかったが、相手が知っているものを省略しても良いかどうかに
ついては、日本、韓国、フランスにおいて許容されやすかった。これは、言語における省略の影響と推察され、
高コンテクスト文化特有のコードスイッチングである。これは、情報の受け手がどの程度コンテクストを共有度
に応じてのスイッチである。

研究成果の概要（英文）：A study examining cultural differences in the acceptance of the ellipsis 
syllogism in Japan, Korea, Taiwan, France and the UK (ellipsis is more acceptable in high context 
cultures because it can be restored by context) to test the distinction between low-context cultures
 and high-context cultures is at the core of this project. No cultural differences were found in the
 acceptance of the ellipsis syllogism, but it was more acceptable in Japan, Korea and France to omit
 what the other person knows. This is inferred to be an effect of omission in language, a 
codeswitching specific to high-context cultures. This is a switch based on the degree to which the 
recipient of the information shares the context.

研究分野： 認知心理学

キーワード： 高コンテクスト文化・低コンテクスト文化　比較文化研究　省略三段論法　二重過程理論　弁証法的思
考
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研究成果の学術的意義や社会的意義
コミュニケーションのときのコンテクストの依存度が、東洋人において高く西洋人において低いという主張は、
心理学的な比較文化実証研究はほとんどない。本研究は、高コンテクスト文化では、コンテクストで復元できる
という意味で省略の許容度が高い点を検証したものだが、省略される事柄を相手が知っているかどうかに、日本
人、韓国人、フランス人が台湾人や英国人と比較して敏感であった。このコードスイッチングは、高コンテクス
ト文化の特徴だが、高コンテクスト文化の人々の異文化コミュニケーションに、重要な知見を与えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 Hall (1976) は、共有する背景知識 (コンテクスト) にコミュニケーション時にどの程度依存
するのかについて、依存度が高い高コンテクスト文化、低い低コンテクスト文化という区分を行
い、東洋人は前者、西洋人は後者にあたるとした。しかし、この主張について心理学の実証的な
比較文化研究はほとんどない。そこで「省略」の許容度についての調査を行った。高コンテクス
ト文化では、コンテクストによる省略項目を復元可能なので、省略は許容されやすい。また、高
コンテクスト文化では、相手とどの程度コンテクストを共有できているかによって、省略を調節
するコードスイッチングも行われやすいとされる (Molinsky, 2007; Zakaria, 2017)。相手が知
らない情報については、できるだけ省略しないというわけである。しかし、この点についての実
証研究もほとんどない。 
 また、概して西洋人は低コンテクスト文化、東洋人は高コンテクスト文化と主張される。西洋
人は個人主義文化、東洋人は集団主義文化とされていて、低コンテクスト文化は個人主義文化の、
高コンテクスト文化は集団主義文化の一側面とされているからである (Triandes, 1995)。しかし、
この線引きは西洋・東洋間だけではない。多義語 (正確な解釈のためにコンテクストが必要) の
多さや主語などの省略されやすさなど、使用される言語についても高コンテクスト・低コンテク
ストの区分について言及できる。日本語や韓国語は中国語よりも主語などの省略が多く、高コン
テクスト文化を表す言語といえる。また、フランス語は英語よりも語彙が少なく、その分多義的
であり、高コンテクスト文化の言語であるといえる (Meyer, 2014)。さらに中世のフランス語で
は主語の省略が見られたこともあり、その意味でも高コンテクスト文化の言語である。 
 この問題を解決するために、本研究では、「ソクラテスは人間である。したがってソクラテス
は死ぬ」のような大前提を省略した省略三段論法の受容の度合いと、省略される大前提 (この例
では、「すべての人間は死ぬ」) の熟知度を指標とする。高コンテクスト文化においては、コン
テクストを使用して省略が復元されやすいので、省略が許容されやすい。また、熟知度が低けれ
ば、省略しないというコードスイッチングが行われるので、高コンテクスト文化においては、熟
知度に敏感になる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、「ソクラテスは人間である。したがってソクラテスは死ぬ」のような大前提
を省略した省略三段論法の受容と、大前提の熟知度 (コンテクストの共有) を省略のさいに考慮
するか否かというコードスイッチングを指標として、低コンテクスト文化と高コンテクスト文
化の区分について、日本人、韓国人、台湾人、フランス人、英国人を実験参加者として検証する。
西洋・東洋という区分が重要なら、日本人、韓国人、台湾人が省略三段論法を受容し、コードス
イッチングを行うことが予測され、言語的要因が重要ならば、日本人と韓国人、フランス人が三
段論法を受容し、コードスイッチングを行うことが予測される。本研究の目的は、これらの予測
を検証し、低コンテクスト文化・高コンテクスト文化という区分について、個人主義・集団主義
という区分が妥当なのか、言語的要因が重要なのかを検討することである。 
 
３．研究の方法 
 上記の目的のために、大前提の熟知度が低い三段論法 (たとえば「消しゴムには硫黄が含まれ
ている。これは消しゴムである。ゆえにこれには硫黄が含まれている) と高い三段論法 (たとえ
ば「イルカは泳げる。これはイルカである。ゆえにこれは泳げる」) と省略三段論法 (たとえば
「これは消しゴムである。ゆえにこれには硫黄が含まれている) とを刺激材料とした。日本人、
韓国人、台湾人、フランス人、英国人の大学生を実験参加者として、三段論法と省略三段論法の
どちらが適しているかについて判断を求めた。 
 実験は、大学の授業終了後に行われ、実験参加者は冊子に回答を記入した。また、実験 1では、
「イルカは泳げる。これはイルカである。ゆえにこれは泳げる」というモデュスポネンズ形式の
推論が用いられ、実験 2 では、「イルカは泳げる。これは泳げない。ゆえにこれはイルカではな
い」というモデュストレンズ形式の推論が用いられた。 
 
４．研究成果 
 省略三段論法の受容の文化差については、系統的な差として現れなかった。この受容について
は、さまざまな特殊要因あるいはそれぞれの文化特有の要因が関わっているのだろう。しかし、
コードスイッチングについては、日本人、韓国人、フランス人がより多く行っていた。すなわち、
彼らは、台湾人や英国人よりも、大前提の熟知度に敏感で、熟知度の効果が大きかったのである。
ただし、このことから直ちに、日本、韓国、フランスが高コンテクスト文化の国で、台湾や英国
が低コンテクスト文化の国であると結論できない。大前提の熟知度によるコードスイッチング
は、使用言語の影響を受けやすかったと推定できるが、言語は、低コンテクスト文化・高コンテ
クスト文化の指標の一つに過ぎないからである。低コンテクスト文化・高コンテクスト文化とい
う区分は、単一の次元ではなく、おそらくさまざまな要因が関わりあった複合的な次元で構成さ



れているのだろう。 
 なお、コードスイッチングについて、その後の私たちの研究 (Wu et al., 2024) では、異文化
コミュニケーション時に行われていることが推定されている。この研究では、中国人も日本人も、
相手国の人間が、コンテクスト依存度が低いと推論することが明らかになった。それぞれが、互
いに相手国の人々とコミュニケーションを行うときに、お互いの文化背景を考慮してコードス
イッチングを行い、日本人は中国人に対して、中国人は日本人に対して、コンテクスト依存を行
わないようなコミュニケーションを行っているからだろう。 
 残された問題は、コードスイッチングが本当に高コンテクスト文化において用いられやすい
かどうかである。Tomasello (2008) によれば、ヒトの言語の起源はジェスチャーにあり、多義的
なジェスチャーを適切に解釈するためにはコンテクストが必要である。当時の自給自足的な部
族社会は高コンテクスト文化であり、それは十分に可能だったようだ。そうすると、どのような
条件で低コンテクスト文化が生起するのかというと、文化背景を異にする人々同士のコミュニ
ケーション、すなわち異文化コミュニケーション状況である (Ting-Toomey, 1999)。実際、私たち 
(Yama & Zakaria, 2019) は、高コンテクスト文化からどのような条件で低コンテクスト文化が生
起するのかについて、異文化コミュニケーションを軸としたモデルを提唱している。このように
考えると、たとえば自給自足の部族社会において、確かに高コンテクスト文化が形成されている
かもしれないが、コードスイッチングが起きているのかという問題が残される。日本にしろ、韓
国、フランスにしろ、現代の国々では自給自足の部族社会はほとんど存在しない。異文化コミュ
ニケーションは、必ずしも海外の人々とではなくても、たとえば、学校に通うようになったとき、
あるいは就職のために故郷を離れたときにでも起きる。そういう意味で、現代では、高コンテク
スト文化の人々も何らかの形で異文化コミュニケーションを経験し、その結果がコードスイッ
チング戦略なのではないかと推定できる。 
 グローバル化に伴って、さまざまな文化摩擦が生じているが、コードスイッチングは円滑な異
文化コミュニケーションのカギとなる戦略である。コードスイッチングの研究は、低コンテクス
ト文化・高コンテクスト文化の理論的理解に重要であるとともに、グローバル化社会における実
用的な研究であるといえるだろう。 
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